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富山湾に出現する魚卵及び仔稚魚の
季節変化と鉛直分布

林 清志

(1990年10月26日受理)

Seasonal Abundance and Vertical Distribution of Fish Eggs and Larvae 

in Toyama Bay， the ]apan Sea 

Seishi HA Y ASHI* 

Samplings of fish eggs and larvae in Toyama Bay were conducted by using MτD 

nets once in a month from October 1986 to September 1987. Fish eggs (33，025 

individuals) of 14 species and fish larvae (11，762 individuals) of 75 species 

were collected in the period of the survey. Fish eggs occurred most abundantly 

in ]une， and fish larvae in ]uly. The dominant species of eggs and larvae 

collected were Engraulis japonicus and Maurolicus muelleri. The two species 

occupied 94.9 per cen t in the eggs and 69.1 per cen t in the larvae of the total 

number collected. Most fish eggs and larvae were found to occur in the layer 

between the surface and 150 meters depth. Typical species of fish occurring 

in Tsushima Current water have 民enoccurred also in Toyama Bay， although， 

difference were found in the species composition and seasonal abundance. 

Key words: fish egg， fish larva， Toyama Bay， vertical distri bu tion. 

日本海に出現する魚卵及び仔稚魚の分布については，内田・道津(1958)，Shimomura 

and Fukataki (1957)及び深滝(1959)などが全国的な規模で実施された対馬暖流開発

調査結果として報告し，隠岐島近海に出現する魚卵及び仔稚魚の種類やその季節変化につ

いては，千田(1962a ， b )が報告している。しかし，これらの報告は稚魚網の表層曳や

丸特ネッ卜の鉛直曳で得た試料に基づいており，表層に出現し易い魚種に偏っているもの

と考えられる(沖山 1965)。

また，日本近海に出現する魚卵及び仔稚魚の鉛直分布については，特定の魚種について

調べたものに Motoda(1955)，Nishimura(1957 a ， b ) ，西村(1960)，回ノ上・玉利(1960)， 

回ノ上(1961)，伊東(1961)，小西(1980)，桑原・鈴木 (1982a，1982b， 1983a， 1983b， 

1983c， 1983d)及び林ら(1987)などの報告があり，出現種全般について調べたものに

佐渡海峡についての沖山(1965)及び紀伊水道についての堀木(1981)などの報告がある o

*富山県水産試験場 (ToyamaPrefectural Fisheries Experiment Station， Namerikawa， Toyama 

936， Japan) 
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しかし，海谷が岸近くまで入り込み，特殊な海底地形を有する富山湾に出現する魚卵及

び仔稚魚について 1年間を通して調査した報告はこれまでにない。そこで，魚卵と仔稚

魚の出現時期と量を明らかにするとともにそれらの水深300mまでの鉛直分布も明らかに

することを目的として， MTDネット(元田式プラ γクト γネット)による多層水平曳採

集を行って調べたのでその結果を報告する o

材料及び方法

1986年10月から1987年9月までの聞に，富山湾内に湾奥から湾口に向かつて 3定点(Fig.

1 )を決めて，魚卵及び仔稚魚の採集調査を実施した。各定点の間隔は約19kmで，各定

点の水深はSt.1が400m，St.2が1，030 m ， S t. 3が1，100mで湾口に向かうほど深くなった。

採集にはMTDネット(口径56cm，ろ過部の側長180叩，網目NIP60)を用い，調査は原

則として月の下旬に 1固としたが， 1987年2月の調査は天候状態が悪く 3月5日に行った。

したがって 2月と表示してあるが実際は3月5日のものである。 Table1に月別の採集

回数を示した。

St.3 • 
St.2 • 

TOYAMA BAY 2oqEシー/

ーーノp ・・
〆ー..ーー戸

/右而11

Fig.l Location of the three sampling stations in Toyama Bay. 
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Table 1. Sampling date and numbers of hauls in each month 

s S 2 S 3 

Om 25m伽 75m1伽 I150m 200m 3∞m 0 m伽伽 75m1∞m1印m200m抑 mOmおm50m 75m 100m 1卸m200m抑mTotal 
1986.10.28 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0・0・0・0・0・0・0・0・23

11.20 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n 

12.26 0・0・0・0・0・0・0・- 0 0 0 0 0 0 000  0 0 0 0 0 0 0 n 

1987.01.26 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 

03.05 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - 0 ~ 

03.30 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 

04.27 0・0・0・0・0・0・0・- 000  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000  n 

05.28 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n 

06.29 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n 

07.30 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n 

08.27 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n 

09.24 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n 

* Sampling was made during the night. 

それぞれの定点では， Om， 25m， 50m， 75m， 100m， 150m， 200m及び300mの8層

において水平曳を行ったが， St.1の300m層については，水深が400mと浅く網の取り付け

時の深さが足りないため，また 3月5日のSt.3の200m層については網が流失したため

に実施できなかった。なお，網の深度の正確な測定は行わなかったが，曳網時におけるワ

イヤーの傾角を45に保つことによりその深度を維持したものとして取り扱った。

曳網は， 1986年10月のSt.3，12月のSt.1及び1987年4月のSt.1を除いたほかすべて昼の

時間帯に実施し，曳網時間は30分とした。採集物は船上において 5%ホルマリン液で回定
した後，実験室に持ち帰って魚卵及び仔稚魚を選別し，種を同定した後に計数した。

また，採集時には Om層を除いた各層の水温と塩分をCT D (NEIL BROWN MA  
RKIIIB)によって測定したが， 1986年10月と11月は棒状水銀温度計及び転倒温度計によっ
て各層の水温を測定し，塩分はナンゼン採水器で採水し，試水は実験室に持ち帰ってサリ

ノメーター (AutoLab社製)で測定したO なお， 1986年12月から1987年 9月における O

m層の水温・塩分についても同様に測定した。

結 果

出現個体数及び出現種類数 出現した卵と仔稚魚の個体数及び種類数をTable2に示

した。出現個体数は卵が33，025個，仔稚魚が11，762個体であった。また，出現種類数は，

亜日以下に査定されたもののうち数種類を含むと考えられたものと査定不能のうち数種類

を含んでいるものも便宜上それぞれ 1種類として数えると，卵が14種類，仔稚魚が75種類

であった。
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出現個体数及び出現種類数の月別変化卵及び仔稚魚の出現個体数の月別変化をFig.

2に，仔稚魚の出現種類数の月別変化をFig.３に示した。卵は６月に最も多く出現し，１２～

４月にかけては少なかった。仔稚魚も卵とよく似た傾向を示し，７月に最も多く出現し，

12～４月にかけては少なかった。仔稚魚の出現種類総数は10月が最も多かったが，１２～４

月は少なかった。曳網深度別にみると０，，５０，，１００，，２００ｍ各層とも総数と同じ傾向

を示したが，100ｍ及び200ｍ層はそれ以浅の層に比べ種類数は少なかった。なお，６～８

月にかけての100ｍ及び200ｍ層では浅い層より種類数が多くなる例がみられたが，これは

出現した種類からみて採集時における浅い層での混入によるものと考えられる。
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採集定点別の出現個体数割合の月別変化 採集定点における海洋環境を明らかにするため

にFig.4に採集定点毎のOm，50m， 100m， 200m層の水温及び極分を10月以降隔月につい

て示したが 4月のSt.1のOm層の塩分が他の定点より低いほかは，定点毎の違いは余り

なかった。月別の採集定点毎の出現個体数割合をFig.5に示した。卵の出現個体数の多かっ

た6-8月には， 6月がSt.1，7月がSt.3，8月がSt.2と月によって出現個体数の最も多

い定点が変化した。 10月及び11月には，両月ともSt.1での出現個体数が最も多かった。仔

稚魚の出現個体数が多かった 6-8月をみると 6月及び 7月にはS1.2の出現個体数が少

なく 8月は逆にSt.2が最も多かった。 10月及び11月は 3定点とも定点毎の出現個体数に

大きな差はなかったが， 10月はSt.1，11月はSt.3でやや多かった。

出現した主な魚種 卵及び仔稚魚のうち多く出現した10種をTable3に示したo 卵で

は最も多かったのがカタクチイワシ Engrau/isjatonicllsで全体の半数を超え，次に多かっ

たのはキュウリエソ Mallrolicusmlle//eriでこの両種で全体の94.9%を占めた。仔稚魚、で

は最も多かったのはキュウリエソで，次がカタクチイワシで卵とは逆の順位であった。こ

の両種の全体に占める割合は69.1%で卵よりもその割合は小さかった。

林:富山湾の魚卵・仔稚魚の鉛直分布
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Fig.5 Fluctuations of numbers of fish eggs 
(open square) and larvae (solid sQua-
re) among three stations shown by 
per cent pf total catches in each month. 
Left number indicates total catches of 
fish eggs. Right num ber indicates 
total cathes of fish larvae. 

St.3 St.2 St.1 
35 30 

Salinity 

Fig.4 Fluctuations of water temperature and 
salinity in three sampling stations. 
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Comparison of relative abundance of fish eggs and larvae collected. 

Percent 
of total 
39.6 
29.5 
3.8 
2.3 
2.1 
1.9 
1.9 
1.4 
1.3 
1.1 

larvae 

Numbel 
collected 
一寸'lf5了
3，466 
442 
274 
245 
228 
221 
165 
151 
126 

Table3 

Fish 
Species 

Fish 
Species 

j¥1(扇面五両面五7両面77函子
EJ/gmlllis ja/;刷 IICIfS
Pseudolabul1/s ja/XJllIclIs 
Unknown 
Bregmaceros lIec/abm/Us 
HalicJlfxeres lellllistillllis 
Callionymidae spp 
Clos叩 lIodollsemifascialus 
Scomber ja/XJluclts 
Cetofa scllfegeli 

Percent 
of total 
51.7 
43.2 
1.9 
0.9 
0.9 
0.5 
0.5 
0.2 
0.1 
0.0 

eggs 

Number 
collected 
17，084 
14，251 
614 
311 

303 
169 
155 
78 
29 
11 

E厄両Nsj五両/lCIlS
/vlaurolicl/s IIlllelleri 
Scomber jatolliα($ 
Tn'clliUJ7(S latluJ7{s 
Unknown 
EIJ7{lJIeus laras 
CI出s{JJlfxlOI1sC11lifascialus 
Sardillots mefallOsliclus 
f(ollosirus tUllcIαIw; 
ωa//Oscotus ;，α仰 IIClfS

Rank 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
m
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出現した金魚種の月別出現個体数の変化 Fig . 6 に卯 Fig . 7 に仔 ilt .(~、の月別 11:\JJl間体
数の変化を示した。主な卯についてみると ニシ ゾ科のウノルレメイワシ EIμ"γ川r

月と 6J月'J~にこ 3 マイワゾ Sardilwþs lIIelrl1los!icllfsが4月と5月に， コノシロ f(oJ1osirustu 

Ilclalusが5月に111現 L，それぞれの舗で出現時JVIに泣いはあったが 3極とも j品も多く

出現したのは 5 月であ った。 優占 f亜カタ クチ イワシは 4 ~ 8 月 ;及び 1 0月に出現 L ， 11えも出

現個体数が多かったのは 6月の15，360個で全H:l現個体数の89.9%を占めた。ニギス G'lo日-

anodOI1河 川if，αscialusは2月を除くすべての月に出現し，月別のι:JJi個体数には余り大き
なit:はみられなか った。111))1 個体数が次に多か っ たキュ ウ リユソは 1 2月 ~ 2 月 を除く各月

に出現 L，全体の過半数は 7月にtI:1現 Lた。マサノく Sco/JIberj吋 OI/lCIfSは 5月と 6月に1:1:¥

mL，同月の出現個体数はほぼ同じであ った。 クずウオ Tricluu1i/s l e þlurus は 6 ~ 9 月

に出現し， 7月と 8月の出現個体数が多か った。



Species 

Etrll1J1ellS leres 

Sardil10ts melollosticlus 

KOl1osirlls tUl1ctalus 

El1groulis jotomclIs 

Anguilloidci spp 

Cnolhothis 1I)'slromi 11151rOllll 

Congridae spp 

Ophichthidae spp 

Plecoglossus o/Iivelis 

CIOSS01l0dOll semljoscialus 

Mourolicus lIIuelleri 

Au!otus ja/XJl1iCIIs 

Souritfo IIl1dosquOJJ/is 

Slrol!g;>fura olloslomella 

Col%bis soiro 

IIY/JOrhomμ(15 SOJOr1 

S;'I1glloIIIUS scldegeli 

L叩comtlls110lllJ5 

loemollemo 110110 

Bregmoceros llectobOI1US 

Neobyl/u1cs sia印/0

Lothills ItlulOJf 

Lizo hoemoloc/leilo 

Doederleillio ber;'coldes 

Pleclrolllhios kelloggi 0211111011/15 

-・・・ 1-10
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Species 

Sillogo jOtonico 

Bronckioslegus jOtonit:us 

Scom6rots 600ts 

Trockurus jOtoni切s

Co.りμ'oenokitturus 

Ni6eo o.必'I/loro? 

Hkyncoteloles oxyrkynckus 

Evynnis jotonico 

Pogrus mojor 

CkromIS nololus nololus 

Cetolo scklegeli 

Pseudol06rus jOtonicus 

Holickoeres lenuisJ励'nis

Ckomtsodon skyderi 

Scom6er jOtonit:us 

Trickiurus letlurus 

α'enolrytouckell mit:rocetkolus 

Gobiidae spp. 

Percophidae spp. 

Poroterds spp. 

Pit:1i6lmnius yol06ei 

Pelroscirles 6revit:ets 

Stichaeidae sp. 

Scorpaenidae spp. 

Se60sles owsloni 

Fig.7 (continued) 
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Speci es 

Se60sles Ilzomtsoni 

Se60sles sclzlegeli 

Se60sles vultes 

Se60sles toclzycetholus 

Se60sles lzu66si 

Se60sles sp. 

Hexogrommos olokii 

Pleurogrommus ozonus 

Cottidae sp. 

Psychrolutidae sp. 

Triglidae spp. 

Callionymidae spp. 

Porolichllzys olivoceus 

Pseudorlzom6us tenlothllzo.抑制

Tortlzots oligole的

Pleuronidzllzys cornulus 

Limondo lzerze1lsleini 

Tonokius kuolzoroi 

Heleromycleris jOtonico 

Porotlogusio jotont'co 

Cynoglossus joyneri 

Sletlzonoletis cirrlllfer 

Hudonus ercodes 

Tlzomnocoll/ls modeslus 

Unknown 

Fig.7 (continued) 
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主な仔稚魚についてみるとニシン科のウルメイワシ，マイワシ及びコノシロの 3種は 5

月と 6月に出現し，ウルメイワシの仔稚魚は卵と同じ月に出現したが，卵が 5月に多かっ

たのに対し，仔稚魚は 6月に多かったo マイワシ及びコノシロの仔稚魚は卵が出現しなかっ

た6月にも出現した。出現個体数が 2番目に多かったカタクチイワシは卵と同じ 5--8月

及び10月に出現し，最も多く出現した月は 6月で卵と同じであったが 6月の全出現個体

数に占める割合は46.8%で卵より小さく 7月の出現個体数の割合は40.5%と卵の出現割

合よりも大きくなっていた。ニギスは 1--3月を除く各月に出現し，出現しなかった月が

卵の場合より多かった。月別の出現個体数には卵と同様に余り大きな差はなかった。最も

出現個体数の多かったキュウリエソは 2"'4月を除く各月に出現し，卵と比べると出現し

なかった月が 2ヵ月ずれ，卵の出現個体数が過半数を超えた 7月の仔稚魚の出現個数数は

全体の27.1%と少なかった。トヤマサイウオ Bregmacerosneclabanusは 7---11月に出現

し 8月の出現個体数が最も多く全出現個体数に占める割合は67.1%であった。シロギス

Sillago japonicaは 6---9月に出現し 7月と 8月の出現個体数が多かった。アカアマダ

イ Branchiostegusja戸'Onicusは 8---11月に出現し， 10月の出現個体数が多かった。マアジ

Trachurus japonicusは6月に 8個体しか出現しなかった。タイ科のチダイ Evynnisjapo・

nicaは10月と11月にマダイ Pagrusmajorは6月に出現したが，出現個体数はチダイよ

りマダイの方が多かった。ベラ科のササノハベラ Pseudolabrusjaponicusとホ γベラ Hal-

ichoeres lenuisρinnisも出現した時期に違いがみられ，ササノハベラは10月と11月に出現

し，ホンベラは 6'" 10月で 7月と 8月に多く出現した。マサパの卵は 5月と 6月に出現

したが，仔稚魚は 6月だけに出現した。タチウオは 7---10月に出現し 7月と 8月の出現

個体数が多かったo 数種含まれると考えられるハゼ科 Gobiidaeの仔魚は12--3月を除

く各月に，ネズッポ科 Callionymidaeの仔魚は 1"'4月を除く各月にと比較的長い期間

出現した。ヒラメ Paralichthysolivaceusは 5月と 6月にそれぞれ 2個体と 8個体出現

したのみであった。カワハギ科の仔稚魚はカワハギ Stephanolepiscirrhifer ，アミメ/ハ、ギ

Ruda'lげ的ぜ力userl陀'code釘S及びウマヅラ/ハ、ギ ThαωF

カワハギが 6月に2お5個体，アミメハギが 6"'8月とl叩0月に合計で28個体，ウマヅラハギが

7月に 2個体であった。

出現した主な卵及び仔稚魚の鉛直分布 出現した主な卵の鉛直分布をFig.8に，仔稚

魚の鉛直分布をFig.9に示した。卵についてみるとマサパ，カタクチイワシ，マイワシ，

ウルメイワシ，サンマ CololabissairaがOm層で50%以上出現し，出現個体数は少ない

がミシマオコゼ UranoscotusjaponicusはOm層よりも25m層で多く出現した。タチウオ

は25m層と50m層で多く出現したが， 25m層の方が多かった。 50m層以深で多く出現した

のは， 75m層が最も多かったウナギ亜日， 100m層が最も多かったキュウリエソ及びニギ

ス， 150m層が最も多かったコノシロであった。

仔稚魚では Om層での出現個体数が最も多かったのは，シロギス，マサパ及びギ γアナ

ゴ GnathoPhisnystromi nystromiであった。 25m層での出現個体数が最も多かったのは，

アカアマダイ，カタクチイワシ，マダイ，チダイ，ササノハベラ，ホンベラ，マイワシ，

ヒメダラ Laemonemanana ，アズマハナダイ Pleclranthiaskelloggi azumanus ，ハゼ科

の仔魚であった。このうち，アカアマダイ及びカタクチイワシは Om層での出現個体数が

全出現個体数の30%以上と25m層に次いで多かった。また，ハゼ科の仔魚は50m層及び75
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Fig.8 Vertical distribution of fish eggs of main叩 eciesshown by per cenl of lOtal catches 
(indicated in figures l児loweach prorile) 
A: C%/abis却 ;ra.s: Scolllber ja向I，liclts.C: ElIgmu!is ja仰 IiClts.D: Sardinots mefallosficlus， 
E: Etmllleus leres. F: Urano、cotus)(/知山CIIs.G:Trichiurusletlllrtfs.H:Anguilloidei spp 
I:Maw叫iCIISIlIlIelleri ，J:Gloss.αl/odoJ/ seJllifastIalus， 1< : t<oJ/osirus þllllctalll.~ 

m ;"3でも多く LUlJtした。25m);可及び50m府でも IU現したが， 5001府がより多かったのはウ
ルメイワゾ， トヤマサイウオ，スミ ツキアカクチ Cetolαsch/egeli，不ズッポJ付子魚，ア
ラメガレイ Tart!lOtsol igoleþis 及 びタチウオであった。 マアジは25 m ;~ と 50 m 府での 111

現側i本数はl司じで， ヒラメは25rn府では出現せず50mrnで多かった。ホカケトラギス1"1

Perco phi d ae の仔魚は75 m );，1 での出現制体数が li~ も多く，ニギス及びキュウリエソは卵

と同じで100m);<)での1:11現個体数がfiiも多か った。なお，ニギスとキュウリエソを除く他

の組のうちて~ 150 m 回以深で出現 L たものは ， 採集ネ ッ トの I' 1 質上i:li.レ陪での混入によ る

可能性が大きいものと年えられた。

考 察

出現個体数及び出現種類数の月別変化 日山湾で行った今回の制査結果を千田(1962

b)が|泡岐品近海の実用で採集した結果及びI'i'l[1 (1965)が佐渡海峡のo-50m陪でお:柴
Lた紡架と比較すると，佐渡海峡では卵及びf(-fII魚とも 6-10Hにかけて出現個体数が多

く，'i:II.li湾の結果と同じであったが，日3岐品近海では卵が 4- 7月に，仔稚魚が 6-8月
に多く，卵は1.f山湾及び佐渡海峡より早い11寺山lにピークがみられた。 これについては，釘t
ffi方法の泣いが彬押していることが考えられ単純に比較することはできないが，隠岐，(:j近

海では 4月にマイワシ及びウルメイワゾの卵が， 5)Jにカタジチイワシの卵が各月のうち

で最も多く出現 L，それらのl時期が富山湾及び佐渡海峡より早かったことによると考えら

れる。

仔ffU(!の:ulJtH¥額数は，日山湾及び佐渡海峡の両海域とも 10月が多L、，<!i，、は一致 Lたが.
'iZ山尚では10月に次いで 6月が多く ，佐渡海峡とはやや民なる傾向を示した。 6月の同海
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Fig.9 Venical distribution of fish larvae of main species shown by per cent of total catches 
(indicated in figures below each profile) 
A: Sillago ja仰'!Iica，B: Scomber ja仰'II;CIIs，C:CllafltotltislIys!rmlli uyslro/JIi， D: srallchiostegus jaJ，貯
JIIα15. E: ElIgmlflis }a向山αfs，F:Pag1山川αjor.G:EvYl1llisjaJ.附 11叩，H: Pseudolalmls jalxJJ/iclIs， 
1: lIaliclt問自 lelll/ist河川Iis.j:Sardi川 ts川elanosticlus，1<: wemOllelll(t /1(1110， 
L: Pleclranllliasん'elloggiaZ1I11I01l1l5， M :Gobiidae spp. ，N: Elmmcus leres， 
0: sregmaceros neclaballlts， P・Traclwl1tsjatollic1ts， Q : Ce向lascltlegeli， R:Cal1ionymidae spp.， 
S:Para!ichthys olilXlceus ，T:7alμ'/0向。ligole向s，U:Trichil/l1tsletlw1/S. 
V: Parcophidae spp.， W: GIOSSOIlOdol1 semifosciolus， X: Maurolicus 11luelleri 
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域で査定された種のうちで富山湾では出現したが佐渡海峡で出現しなかった種はニギス，

キュウリエソ，マアジ，スミツキアカタチ，カワハギ，アミメハギであった。ニギスとキュ

ウリエソについては，他の時期の両海域での出現状況や鉛直分布から採集深度が佐渡海峡

の方が浅かったことが影響していると考えられる o マアジ，カワハギ，アミメハギは，佐

渡海峡では 7月に出現していることから富山湾の方が出現時期がやや早いものと考えられ

るo 一方，隠岐島近海の仔稚魚の出現種類数は 6月が最も多く，次いで10月が多かった。

6月に隠岐島近海で出現した種で富山湾及び佐渡海峡でみられなかった種としては，シイ

ラ Coryphaenahi Pturus ，イボダイ Psenopsisanomala ， ヒメジ Upeneus bensasiなどが

あげられるo

出現した主な魚種 隠岐島近海における表層採集の結果(千田 1962a)及び佐渡海峡

におけるo---50m層の採集結果(沖山 1965) と比較すると，卵では，今回の調査で最も
出現個体数が多かったカタクチイワシは前記2海域においても最も多かった。次いで多かっ

たキュウリエソは前記 2海域では余り多くないが，これはキュウリエソ卵の主分布域が10

Om層であり，前記 2海域では表層及び水深の浅い海域でのo---50m層の採集であったこ
とから当然、の結果と考えられる o また，サンマは隠岐島近海及び佐渡海峡で比較的多く出

現したが，今回の調査では 2個出現したのみであった。

仔稚魚では，今回最も多かったキュウリエソは，隠岐島近海及び佐渡海峡では少なかっ

たと報告されているが，卵と同様の理由によるものと考えられる。次いで多かったカタク

チイワシは前記2海域では最も多い種であった。その他で多かった魚種をみるとネズッポ

科，マサパ， トヤマサイウオなど佐渡海峡における出現種とよく似ていたが，隠岐島近海

と比較するとサンマ，カマス属 Sthyraenasp.， ヒメジ， タカノハダイ科 Cheilodactyli-

dae などの魚種は少ないか，全く出現しなかった。これは，沖山(1965) も指摘してい

るように地理的な隔たりによるものと考えられる o

主な魚種の出現時期とその鉛直分布 カタクチイワシ:佐渡海峡(沖山 1965)では

卵が 5---10月(最多出現月 7月)，仔魚が 6---12月(最多出現月 7月)に出現し，隠

岐島近海(千田 1962b)では卵が 4---10月(最多出現月 5月)，仔魚が 3---12月(最

多出現月:8月)に出現した。富山湾では，カタクチイワシ卵が最も多かったのは 6月で，

日本海の北に向かうほどカタクチイワシの産卵盛期が遅れるものと考えられた。卵の鉛直

分布をみると，富山湾において林ら (1987)が行った結果及び佐渡海峡(沖山 1965)の

結果と同じで Om層での出現が最も多かった o しかし，太平洋側の紀伊水道での堀木

(1981)や日本海の若狭湾での桑原・鈴木(1984)の結果では Om層よりも20---50m層

や50m層での出現が多いとされている o これらの理由については明らかではないが，林ら

(1987)が指摘しているようにカタクチイワシ卵は，基本的には表層型の鉛直分布を示し

ながら，表層の物理的環境変化の影響で，鉛直分布の様相も不安定になるのではないかと

思われる o 仔魚の鉛直分布をみると紀伊水道(堀木 1981) ，若狭湾(桑原・鈴木 1984) 

及び佐渡海峡(沖山 1965) とよく似て25m層に多く分布していた。

キュウリエソ:佐渡海峡(沖山 1965)では卵が 5---10月，仔魚が 7---12月に出現した。

富山湾では，卵及び仔稚魚ともこれらの出現期間より長かったo また， Williams and 

Hart (1974) が北大西洋で 3---10月にかけて調査を行い，卵が 4---10月にかけて出現し

たことを報告している o 富山湾での月別の出現個体数は，卵及び仔魚とも 9月を除く 7---11
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月に多かったことから，本種の産卵期はかなり長く，盛期は７月と10月の２回あるのでは

ないかと考えられる。由木（1982）は，隠岐島周辺海域での本種の成熟度指数と卵及び仔

魚の出現状況から，産卵期はほぼ周年におよぶが，３～５月（春）と９～11月（秋）の年

２回の明瞭な産卵盛期があると報告している。今回の調査結果と比較すると秋の盛期につ

いては一致したが，春の盛期については違いがみられた。これについては，採集海域の違

いによるものか，あるいは富山湾では春の盛期がなく，２回みられた盛期が実際には１回

の盛期である可能性もある。卵及び仔魚の鉛直分布をみると富山湾では両方とも100ｍ層

を中心とする中層に多かった。佐渡島周辺海域において沖山（1965,1971）が卵及び仔稚

魚とも50ｍ層以深に分布の中心があるとした結果と富山湾において林ら（1987）が実施し

た結果と一致したが，北大西洋での卵の出現は100～300ｍ層に多いとされており（Willia‐

ｍｓａｎｄＨａｒｔｌ９７４),富山湾より分布の中心は深いことになる。

マサバ：佐渡海峡（沖山1965）では，卵は７月にだけ出現したと報告されているが，

富山湾はそれよりも早い５月と６月に出現した。仔魚は，隠岐島近海（千田1962b）で

は４～８月，富山湾では６月にのみ出現し，佐渡海峡では６月と７月に出現した。また，

太平洋側の大槌湾（YamashitaandAoyamal984）では７～９月に出現した。これら

のことは，日本近海では北ほど産卵期が遅いことを示しているものと考えられる。また，

富山湾に出現した卵はSt､3及びSt､２だけで，それもＳｔ,３の方が多かったことから，マサバ

の産卵場は湾奥部より能登半島内浦海域に形成されるものと考えられる。卵の鉛直分布を

みると，富山湾ではほとんどが０ｍ層に出現し，２５ｍ層での出現はわずかであった。この

結果は，石狩湾でのMotoda（1955）及び佐渡海峡での沖山（1965）の結果と一致した。

仔魚の鉛直分布をみると富山湾では０ｍ層が最も多かったが，卵とは異なり25ｍ層でもか

なり多かった。この結果は，相模湾から熊野灘にかけての海域でIda（1972）が行った結

果及び佐渡海峡（沖山1965）での結果と一致した。

タチウオ：卵は富山湾では６～９月，佐渡海峡（沖山1965）では７～10月に出現し，

仔魚は富山湾では７～10月，佐渡海峡では９月と10月に出現した。カタクチイワシやマサ

バと同じように富山湾の方が，卵及び仔稚魚とも出現時期が１ヵ月早かった。卵及び仔魚

の鉛直分布をみると富山湾では０ｍ層での出現はほとんどなく，２５ｍ層及び50ｍ層の出現

が多かった。これは，紀伊水道での堀木（1981）の結果，若狭湾での宗清・桑原（1986）

の結果及び佐渡海峡での沖山（1965）の結果と同様で，本種の卵及び仔稚魚は中層に多く

分布するという特徴をもっていると考えられる。

ウルメイワシ：富山湾では卵及び仔魚とも５月と６月に出現し，佐渡海峡（沖山1965）

では卵及び仔魚とも６月に出現しているのでほぼ同時期に出現したことになる。隠岐島近

海（千田1962b）では卵及び仔魚の出現盛期は４月で両海域に比べ早く，これは前記の

数種と同じ傾向であった。卵の鉛直分布をみると，富山湾では０ｍ層が最も多く次いで

25ｍ層の順であったが，佐渡海峡（沖山1965），紀伊水道（堀木1981）及び潮岬から

薩南にかけての海域（小西1980）では，いずれも10～20ｍ層に多いとされており，違い

がみられた。採集深度の問題や少ない採集回数の結果であるために，この相違の理由を明

らかにすることはできない。仔魚の鉛直分布については，富山湾と前出の３海域では違い

はみられず，２５ｍ及び50ｍ層での出現が多かった。

ニギス：佐渡海峡（沖山1965）では卵は12～２月と５月に，仔魚は９月と12月に出現
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しているが，富山湾では卵が出現しなかったのは 2月だけで，仔稚魚もかなり長い期間に

わたって出現したことから本種の産卵はほぼ周年にわたるものと考えられる。また，本種

は，沖山(1965)が指摘したとおり，かなり深いところで産卵が行われ，富山湾での卵及

び仔魚の鉛直分布をみると両方とも100m層に分布の中心があることから，この層で産卵

している可能性が大きく，佐渡海峡で少なかったのは，採集地点の水深が浅かったことに

よるものと考えられる o

マイワシ:富山湾においては，卵は 4月と 5月に，仔稚魚は 5月と 6月に出現した。佐

渡海峡(沖山 1965)では卵及び仔魚とも 6月に出現しており，隠岐島近海(千回 1962 

b)では卵の出現が最も多かったのは 4月であった。富山湾での出現個体数はSt.3で多く，

マサパと同様に湾奥部より能登半島内浦海域での産卵が多いのではないかと考えられる o

卵及び仔魚の鉛直分布をみると，卵は西村(1960)及び伊東(1961)などが卵の発生段階

によって分布層が変化することを明らかにしたが，今回の富山湾での結果は表層付近の浅

い層に多く，総体的にみると小西(1980)の結果と一致した。また，仔魚は富山湾では10

個体しか出現しなかったが，その鉛直分布の結果は25m層に多く，伊東 (1961)及び小西

(1980)が示した結果と一致した。

コノシロ:今回の調査では卵が 5月に29個体，仔稚魚、が 5月と 6月に合わせて 4個体し

か出現しなかったが，林ら (1987)は過去に富山湾で 5月にMTDネッ卜による採集を行

い，出現した魚卵中ではコノシロ卵が最も多かったことを報告している。その時の卵の鉛

直分布をみると10---50m層で多かったが，今回の結果は，比較的深い層に分布の中心をも

っキュウリエソ及びニギスより深い150m層に分布の中心がみられた。この違いは，採集

時の浅い層での混入によるものではないかと考えられたが， 150m層の場合，浅い層での

混入はネット取り付け位置の関係から， 71m層か106m層と考えられ，それでもかなり深

L 、。採集卵数が林ら(1987)の時に比べ非常に少なかったので卵の鉛直分布についてはさ

らに検討の余地がある o

富山湾に出現する魚卵及び仔稚魚の特徴 今回の富山湾における 1年を通しての調査

結果から沖山(1965)が佐渡海峡で指摘したのと同様に，富山湾も典型的な対馬暖流水系

の卵・仔稚魚相を示しながらも，隠岐島近海とでは魚種組成や季節変化などの点でかなり

異なった一面が存在することが見いだされた。また，佐渡海峡と比較すると出現種には大

きな違いはなかったが，富山湾の方が多くの魚種で出現時期が早い傾向がみられ，位置的

な違いによるものと考えられた。

今回の調査では，富山湾が急深であることから300m層というかなり深いところまで調

査したが，ほとんどの魚種が150m層より浅い層で出現することが明らかとなった。
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